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Fig．10　Predicted　land　subsidence　in’1994，1996，
　　　　1999　（cross　section）
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Fig．9 Comparison　between　calculated　and　obser－
ved　land　subsidence　on　Mar．1983（cross
section）
ない部分があるが，巨視的にみるとパイルネットを考
慮したモデルが実測値をよく反映しており，妥当な解
析モデルといえる．
　Fig．10に地表面変化の経時変化を示す．この図は嵩
上げ盛土直後（1994年），2年後（1996年），5年後（1999
年春の沈下状況を示しているが，パイルネット処理を
した場合は嵩上げ終了後の2年後，5年後とみても，
沈下は進行していない．パイルネット無処理について
も同様なことがいえる．この結果，盛土嵩上げ工事に
よって生じる沈下は堤防直下において今後3～5cm程
度と予想される．
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Fig．11　Predicted　latelal　displacement－time
　　　　curves　at　points　EI　and　E5
（2）側方変位
　Fig．11（a）に暫定盛土，嵩上げ盛土の施工過程を，（b），
（c）にE1，　E　5地点（Fig．8参照）における側方変位
を示す．図には，1982年3月から1983年3月までの観
測値も併せ示している．盛土まき出し過程中のE1の
計算値は実測値を過大評価しているが，盛土終了直前
から，10カ月間は良好な対応をしている．堤外側盛土
法尻部に近いE5点においては，両者の値は，計測期
間中，良好な一致を示している1また，側方変位の計
算値は観測終了時点以降ほとんど変化がない．
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　すなわち，JR軌道盛土端の側方変位は1．6mの盛土
嵩上げによって約4～5㎜の増加が予測される．
5．3変形予測のまとめ
　FEM解析より，沈下状況，側方変位の結果は実測
値と解析値の対応がほぼ取れており，解析モデルの妥
当が検証された．以下，盛土嵩上げによるJR軌道へ
の影響評価を行う．
　Fig．3に示したように盛土法尻とJR軌道までの距
離は一様でなく各測線毎に異なっている．そこで，F
EM解析を行った25K／100の解析結果から距離と変形
量の関係を把握した上で，各測線毎の予想変形量（Fig．
12）を求め光．
　Fig．12に示すように，相対変形量は基準値の8㎜／
10mを大きく下回っており，盛土嵩上げ工事による
変形に関する障害は発生しないものと判断される．
6．ま　とめ
　パイルネット施工区間の盛土嵩上げに伴う安定・変
形解析の結果，以下のことが明らかとなった．
1）支持力理論による安定計算を行った結果，最大盛
　土高さで安全率＆＝1．05，平均盛土高さで瓦＝
　1．63となり，最大盛土高さで目標安全率が確保でき
　ない結果となる．しかしながら，北海道開発局では
　飛二〇．8～1．2で実施されているので，この例による
　と許容値の範囲内にあるといえる．
2）円弧すべりによる安定解析を行った結果，堤内側，
　堤外側とも最小安全率でも1．0以上となる．さらに，
　木杭によるせん断抵抗を考慮すると十分な安全率が
　得られる．
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3）沈下解析の結果は，実測値と解析値を比較すると
堤外部において一致しない部分があるが，巨視的に
みるとパイルネットを考慮したモデルが実測値をよ
　く反映している．また，パイルネット処理による沈
下抑制効果がよく表れている．
4）側方変位が観測されている期間での解析値との対
応は，盛土古弊期間において過大評価しているが，
盛土終了時には良好な対応が取れている．その結果，
嵩上げ盛土によるJR軌道盛土端の側方変位は約4
～5㎜となる．
5）側方変形に対する判定を行った結果，JR線の基
準値に対して側方変位は大きく下回っており，嵩上
げ盛土によってJR軌道への深刻な影響はない．
6）久津具地区パイルネット処理区間で，盛土を1．6m
嵩上げした場合の周辺地盤およびJR軌道への影響
　は，支持力理論および円弧すべりによる安定検討，
変形に関する検討の結果，堤内側の既設盛土と新規
盛土の問を1m高さ埋土すれば（Fig．7（b）参照），盛
土を嵩上げしても十分な安全率を確保できるという
結論に達した．　　　　　，
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